
有意味かなひろいテスト （ネモト）

テストの標的 本検査は、日立の光トポグラフィ（脳血流代謝測定装置）に

よって、前頭前野の脳賦活部位を確認した神経心理テストで

す。本検査は「眉間部位」（ブロードマン10野～11野）と、

「左こめかみ部位」（ブロードマン46野）の２カ所を活性化

し、同部位に局在する脳高次機能を測定します。

本検査は前頭前野の「注意力」や「社会性」を測定すること

から、高校生や大学生の進路指導や、企業の入社試験に利用

できる他、高齢者の「認知症」のスクリーニング・テストと

しても、高い効果を発揮します。

用紙・用具 検査用紙 品切れ中

手引 品切れ中

適用年齢 15歳～89歳

実施時間 5分（本検査２分間＋意味把握問題）

内 容 １．「かなひろい得点」は「注意力」（注意を集中する能力）

や、「自己抑制力」（我慢する能力）等の混合した前頭前

野の脳高次機能を測定しています。５歳きざみの年齢に対

画像ボタン 応した偏差値が算出できます。偏差値は「元気があるか」

や「人の話がきちんと聴けるか」という解釈が当てはまり

ます。

２．「正答率％」は「人に気を遣えるか」という解釈がよくあ

てはまります。

３，「意味把握率（％）」は「短期記憶」の指標で、「仕事に身

が入るか」という解釈がよく当てはまります。
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